
 各学校において自らの児童生徒の学力・学習状況等を多面的な分析を行うことをねらいとして提供（平成21年度～）
 令和7年度から、児童生徒の学力・学習状況をより細やかに分析し、特徴を把握しやすくする観点から、２つの結果チャートの

領域構成と利用する児童生徒質問の項目を見直し、「都道府県・指定都市の結果チャート」を初めて公表。

領域番号 領域名
児童（生徒）質問

対応領域・質問番号

１ 国語の学力

２ 算数（数学）の学力

３ 理科の学力

４ 主体的・対話的で深い学び （３１）～（３５）（３７）（３９）

５ ICTを活用した学習状況 （２８）（２９）

６ 国語に関する意識 （４４）（４５）（４７）

７ 国語の学習活動 （４６）（４８）～（５１）

８ 算数(数学)に関する意識 （５２）（５３）（５５）（５６）

９ 算数（数学）の学習活動 （５４）（５７）～（５９）

１０ 理科に関する意識

（６０）（６１）（６３）～（６５）
小学校
（６０）（６１）（６３）～（６６）
中学校

１１ 理科の学習活動

（６２）（６６）～（７０）
小学校
（６２）（６７）～（７０）
中学校

＜教科を中心とした学力・学習状況の領域名と児童（生徒）質問番号の対応一覧表＞

※領域番号１～3については、各教科の全国平均正答率(中学校の領域番号３については全国平均IRTスコア)
を基準として比較したものである。

※領域番号４～１１については、「小学校児童（中学校生徒）質問対応領域・項目番号」に表示した質問にお
ける「選択肢別の得点換算」の全国平均値を基準として比較したものである。

＜その他の学力・学習状況（学習習慣、自己有用感等）の領域名と児童（生徒）質問番号の対応一覧表＞

領域番号 領域名
児童（生徒）質問

対応領域・質問番号

１２ 総合・学級活動・道徳 （４０）～（４３）

１３ 生活習慣 （１）～（３）

１４ 学習習慣 （１７）（１９）

１５ 読書等 （２１）～（２４）

１６ 自己有用感等 （５）（６）（１０）（１２）（１４）（１５）

１７ 向社会性 （８）（９）（１１）（２７）

１８ 主体的な学習の調整 （１６）（３６）

※領域番号１２～１８については、「小学校児童（中学校生徒）質問対応領域・項目番号」に表示した
質問における「選択肢別の得点換算」の全国平均値を基準として比較したものである。
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令和８年度 全国学力・学習状況調査 結果チャートの改善について

都道府県・指定都市別の児童生徒・学校質問調査の「領域別回答状況」の得点換算方法

(1) 学校別に、領域ごとの質問項目回答割合から、肯定的な回答割合が高いほど点数が高くな
るよう得点を算出。

(2) (1)で学校別に算出した得点を全国平均が０、標準偏差が１になるように標準化する。
(3) 当該都道府県（又は指定都市）内の算出の対象とする全学校について、(2)の数値の平

均を算出する。
(4) (3)で算出された得点に5.0を加える。
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１．結果チャートの見直し経緯



＜参考：令和７年度の都道府県・指定都市の結果チャート＞
②都道府県・指定都市別ノート①都道府県・指定都市結果チャート一覧

「国語に関する意識」の数値が高い

(例)小学校 秋田(教科) 中学校 岩手(その他)

「向社会性」の数値が高い
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今回改善・公表した、令和７年度の結果チャートの枠組みは維持しつつ、更なる改善に向けて、レイアウトや内
容等について一部変更を行う。

２．令和８年度調査 結果チャートの方向性

基準得点
記載

5.0

R8質問項目
に応じて、
新規領域追
加を検討

3

4.5

5.5

5.5

4.05.5

4.7

5.0
全国平均5.0
基準線明記

4.0

5.5

4.0

4.05.5

5.5

4.0 5.0

5.0

5.54.9

5.5


	スライド番号 1
	スライド番号 2
	スライド番号 3

